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「
組
織
拡
大
で
建
設
国
保
を

守
り
、
賃
金
・
単
価
を
引
き
上

げ
、
若
者
に
魅
力
あ
る
建
設
産

業
を
め
ざ
そ
う
」
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
、
全
建
総

連
第
五
十
四
回
定
期
大
会
が
、

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
（
鳥
取
県
米
子
市
末
広
町
）

で
十
月
十
六
日
（
水
）
～
十
八

日
（
金
）
の
三
日
間
開
催
さ
れ
、

五
十
三
県
連
・
組
合
、
千
四
百

十
七
名
（
全
建
愛
知
よ
り
二
十

二
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、
台
風
二
十
六
号

の
影
響
に
よ
り
大
幅
な
公
共
交

通
機
関
の
乱
れ
が
生
じ
、
議
事

日
程
を
変
更
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
全
建
総

連
／
巻
田
中
央
執
行
委
員
長
か

ら
「
今
年
三
月
に
設
計
労
務
単

価
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た

が
、
今
後
も
賃
金
運
動
と
社
会

保
険
未
加
入
対
策
を
同
時
に
進

め
、
建
設
産
業
の
再
生
を
行
う

必
要
が
あ
る
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　
次
に
開
催
県
連
・
組
合
の
鳥

取
県
連
／
渡
辺
会
長
の
挨
拶
、

鳥
取
県
知
事
は
じ
め
、
来
賓
か

ら
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　
全
建
総
連
／
勝
野
書
記
長
か

ら
は
「
医
療
保
険
の
一
元
化
に

反
対
し
、
一
層
の
国
保
組
合
の

育
成
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
。
ま

た
健
保
適
用
除
外
制
度
の
緩
和

を
は
じ
め
と
す
る
法
人
事
業
所

対
策
を
進
め
て
い
く
等
の
運
動

方
針
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
」
。

　
し
か
し
、
現
時
点
で
は
健
保
適

用
除
外
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
者
を
現
に
国
保
組
合
の
組
合

員
で
あ
る
者
と
限
定
し
、
市
町

村
国
保
に
加
入
し
て
い
る
法
人

の
代
表
者
と
従
業
員
は
国
保

組
合
に
加
入
で
き
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
現
状
で
は
そ

の
域
を
出
て
お
ら
ず
、
打
開
策

が
な
い
の
が
実
状
で
す
。

　
前
述
の
理
由
に
よ
り
、
二

日
目
は
、
初
日
よ
り
延
期
と

な
っ
た
大
会
成
立
宣
言
・
経

過
報
告
・
財
政
決
算
・
会
計

監
査
報
告
の
承
認
な
ど
の
議

事
が
行
わ
れ
、
午
後
よ
り
各

専
門
部
に
よ
る
分
科
会
に
移

り
ま
し
た
。

　
十
の
分
科
会
の
う
ち
、
第

十
分
科
会
（
財
政
部
）
で
は
、

青
井
保
財
政
部
長
（
中
川
熱
田

支
部
）
が
議
長
を
務
め
、
分
科

会
の
司
会
進
行
役
を
担
当
し
、

多
く
の
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ

る
な
か
、
的
確
な
議
事
運
営
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
三
日
目
は
、
各
分

科
会
の
報
告
・
運
動
方
針
案
・

予
算
案
の
採
決
が
行
わ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・

大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
最
後

に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
大
会
表
彰
で
は
、
山
田
正
巳

さ
ん
（
南
支
部
／
前
執
行
委
員

長
）・
石
島
一
男
さ
ん
（
海
部
支

全国53県連・組合から、1,417名の仲間が参加しました

大
会
表
彰
を
受
け
た
山
田
正
巳
さ
ん
（
右
）・
  

片
山
正
和
さ
ん
（
中
）・
石
島
一
男
さ
ん
（
左
）

分
科
会
議
長
を
務
め
る
青
井
財
政
部
長
（
右
）

拡
大
し
要
求
実
現
へ

部
／
前
副
執
行
委
員
長
）・
片
山

正
和
さ
ん
（
南
支
部
／
前
財
政

部
長
）
が
受
け
ま
し
た
。

　
主
な
役
員
改
選
で
は
、
中
央

執
行
委
員
長
を
二
期
二
年
務
め

た
巻
田
幸
正
氏
（
東
京
都
連
）

が
退
任
し
、
新
た
に
三
浦
一
男

中
央
執
行
委
員
長
（
山
形
県
連
）

を
選
出
し
ま
し
た
。

　
新
役
員
を
代
表
し
て
三
浦
新

中
央
執
行
委
員
長
は
「
我
々
の

前
に
は
明
る
い
部
分
も
あ
る
一

方
、
社
保
や
消
費
税
な
ど
課
題

も
山
積
し
て
い
る
。
し
か
し
、

組
合
員
み
ん
な
が
心
を
一
つ
に

目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
」
と
、
決
意
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
勝
野
圭

司
書
記
長
（
再
任
）
、
清
水
謙
一

書
記
次
長
（
新
任
）・
田
口
正
俊

書
記
次
長
（
新
任
）
等
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
か
ら
は
、
中
央
執

行
委
員
と
し
て
横
山
貢
執
行
委

員
長
（
教
育
宣
伝
部
所
属
）・
井

上
大
輔
書
記
長
（
共
済
福
祉
部

所
属
）
の
二
名
が
選
出
さ
れ
、

新
執
行
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。

全
建
総
連
は
、
新
年
度
の
第
五

十
四
期
へ
歩
み
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
組
合
運
営
に
、
よ
り

一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

十
三
日
（
水
）
、
横
山
執
行
委

員
長
、
上
野
労
働
対
策
部
部
長

以
下
計
七
名
が
出
席
し
、
愛
知

労
働
局
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
主
に
、
建
設
産
業

の
雇
用
改
善
、
労
災
か
く
し
根

絶
に
向
け
た
対
策
、
ア
ス
ベ
ス

ト
疾
患
や
じ
ん
肺
な
ど
の
職
業

病
対
策
、
石
綿
健
康
管
理
手
帳

制
度
、
労
災
保
険
特
別
加
入
者

の
補
償
適
用
範
囲
な
ど
計
八
項

目
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

　
労
働
局
か
ら
は
、「
建
設
業
の

請
負
及
び
雇
用
に
関
し
て
、
労

働
者
と
扱
う
べ
き
人
を
一
人
親

方
労
災
保
険
に
加
入
さ
せ
る
と

い
う
実
態
が
あ
る
な
ら
ば
、
当

然
問
題
で
あ
る
た
め
、
現
場
等

で
監
督
・
指
導
を
行
な
っ
て
い

き
ま
す
。
労
災
か
く
し
防
止
の

対
策
に
つ
い
て
も
厳
正
に
対
処

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
者

団
体
等
へ
の
要
請
や
発
注
者
機

関
へ
の
働
き
か
け
と
い
う
よ
う

な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
労
災

か
く
し
の
排
除
に
向
け
た
啓
発

・
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
発
覚
し
た
場
合
は
厳
正

な
措
置
を
行
な
っ
て
い
ま
す
」

な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
労
働
局
交
渉
は
、
今
回
で
十

三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
継
続

し
て
交
渉
を
し
て
い
く
こ
と
で

建
設
産
業
の
問
題
意
識
を
提
起

し
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
た

め
、
来
年
度
以
降
も
建
設
産
業

の
労
働
環
境
改
善
に
向
け
て
要

請
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

横山執行委員長（左）が要請書を手渡す

蓋
街
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　11月5
日（火）、
2014年度
国保組合予
算要求に向
け、地元国
会議員要請
行動を行い
ました。
　愛知県内の国会議員の各事務所35
ヵ所を横山執行委員長はじめ９名が４
班に分かれ要請行動を実施しました。
　2014年度予算において、建設国保
の育成・強化と、国保組合予算要求の
現行補助水準を確保を目的に、建設職
人の命の綱である国保組合制度につい
て理解を深めてもらうために、地元国
会議員要請行動を取り組んでいます。
　訪問先の、民主党古川元久衆議院議
員（元国家戦略担当・内閣府特命担当
大臣）事務所では、上田秘書に対応し
ていただきました。
　上田秘書は「全建総連の活動内容は
十分理解しています。また、建設現場
で汗を流し活躍されている方の切実な
思いを、必ず代議士に伝えます。年末
の予算確定まで、あと少し頑張ってく
ださい」と、話していただけました。
　私たち全建愛知は、全国61万人の仲
間と共に気持ちを１つにし、予算確定
まで全力で建設国保への補助金を現行
水準確保していただけるよう取り組ん
でいきます。
　組合員の皆さん、ご理解ご協力よろ
しくお願いいたします。

要請書を手渡す横山執行委員長（右）・
　　　　　　大澤副執行委員長（中）

切実な思いを伝えました
地元国会議員要請行動実施

現行補助水準確保
建設国保の育成・強化

　
労
働
対
策
部
で
は
、
十
一
月

愛
知
労
働
局
交
渉
行
う

仲
間
の
要
求
実
現
と
制
度
改
善
の
た
め

労働対策部

お知らせ
　年に１度は健康診断を受

けましょう。

　「中建国保に加入してい

る本人と20歳以上の家族被

保険者」は健康診断に対し

て補助があります。

　詳細は、２頁をご覧ください。

全国の仲間1,417人が参全国の仲間1,417人が参加加
心を１つに目標に向かおう

全建総連　第54回定期大会
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  健
康
診
断
の

健
康
診
断
の
            

受
診
資
格

               受
診
資
格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
希
望
す
る
場

合
は
、
実
費
負
担
（
一
万
円
）

で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
及
び
組
合
員
外
は
受
診
で
き

　
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
（
市
町
村
・
協
会

け
ん
ぽ
等
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
中
建
国
保
未
加
入

の
組
合
員
や
組
合
員
外

の
方
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
加
入
を
お
薦
め

し
ま
す
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四

十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満

の
方
の
受
診
率
六
十
％
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
前

年
度
は
、
五
十
％
を
超
え

る
受
診
率
で
し
た
。

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

①
契
約
健
診

①
契
約
健
診
機機
関関

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

　
私
た
ち
建
設
職
人
は
体
が
資
本
で
す
。
健
康
管
理
の
第
一
歩
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
ご
自
分
の
大
切
な
お
体
で
す
。
ど
う
か
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、
年

に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
目
標
が
達
成
で
き
な
い
場

合
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
減
額

さ
れ
、
来
年
度
以
降
の
保
険
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
必
ず

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
組
合
の
健
康
診
断

組
合
の
健
康
診
断
　
　

メ
リ
ッ

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
トト

①
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

　
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

　
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

　
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ
た

　
健
診
項
目
を
実
費
負
担
な
し

　
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。

健
診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・

既
往
歴
・

生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

　
Ｔ
・
γ
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査
　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図

　
・
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
 b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

適
用
除
外
の

　
適
用
除
外
の
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い

　
　
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
一
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
法
人

　
の
事
業
所
、
ま
た
は
五
人
以

　
上
の
従
業
員
が
い
る
個
人
事

　
業
所
で
健
保
適
用
除
外
手
続

　
き
を
し
て
い
る
事
業
所

健
診
方

健
診
方
法法

　
下
記
①
契
約
健
診
機
関
一
覧

表
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

　
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

　
い
。

　
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口
へ

　
「
健
康
保
険
証
」
を
呈
示
し
て

　
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

　
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

　
に
受
診
で
き
ま
す
。
　

　　
①
契
約
健
診
機
関
・
②
巡
回

健
診
以
外
で
、
受
診
し
た
場
合
、

中
建
国
保
の
規
定
の
条
件
（
受

診
者
資
格
・
健
診
項
目
）
を
満

た
し
て
い
な
い
と
補
助
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た

し
ま
す
の
で
、
必
ず
健
診
を
受

け
る
前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

補
助
金

補
助
金
額額

　
基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注
意
事

注
意
事
項項

健
康
診
断
を
受
け
よ
う

年に１度は健診を

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

な
り
ま
す
。

　
「
①
契
約
健
診
」・「
②
巡
回
健

診
」・
「
③
個
人
健
診
」
の
い

ず
れ
か
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

・
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ

　
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・

　
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

　
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

集団健康診断の様子

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
中

で
、
個
人
事
業
所
か
ら
新
た
に

法
人
事
業
所
を
設
立
さ
れ
た
際

は
、
今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い
た

国
民
年
金
か
ら
厚
生
年
金
に
切

り
替
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
手
続
き
期
間
は
法
人
設
立
日

か
ら
原
則
五
日
以
内
と
な
り
、

た
い
へ
ん
短
期
間
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

原
則
五
日
以
内
の
手
続
き
日
数

を
超
え
る
と
、
中
建
国
保
の
資

格
を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
法
人
設
立
の
予
定
が
あ
る

方
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
法
人
事
業
所
で
従
業

員
を
新
た
に
雇
う
場
合
も
雇
用

日
か
ら
原
則
五
日
以
内
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
但
し
、
年
金
事
務
所
が
「
や

む
を
得
な
い
と
認
め
た
場
合
」

に
限
り
、
原
則
五
日
以
内
の
手

続
き
日
数
を
超
え
て
も
事
実
の

発
生
し
た
日
に
遡
及
し
て
承
認

し
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

理
由
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
や
む
を
得
な
い
と
認
め
た

場
合
」
と
は
、
天
災
地
変
、
交
通
・

通
信
関
係
の
事
故
や
ス
ト
等
に

よ
り
適
用
除
外
の
申
請
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
、
法
人

登
記
の
手
続
き
に
日
数
を
要
す

る
場
合
な
ど
。

　
中
建
国
保
の
健
全
な
運
営
の

た
め
、
職
種
の
変
更
・
組
織
変

更
（
個
人
か
ら
法
人
）・
転
業
・

廃
業
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速

や
か
に
組
合
の
健
康
保
険
・
共

済
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中
建
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
全
な
運
営
の
た
め

①　契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号所在地契約健診機関名

月～金曜日8:50～17:00

　  土曜日8:50～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック
名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
KDX名古屋駅前ビル12Fテルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック
月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-59-7171蒲郡市海陽町2-2オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　   土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
 　  土曜日8:30～11:000120-489-545岡崎市針崎町字春咲1-3岡崎市医師会はるさき健診センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500名古屋市中区栄2-1-1

日土地名古屋ビル３Ｆ
エルズメディケア名古屋

（女性専用）

月曜日～土曜日
8:30～17:000586-63-3200一宮市小信中島字郷中104泰玄会西病院

月～金曜日8:00～18:00
       土曜日8:00～17:000562-93-8222豊明市沓掛町石畑180-1中京サテライトクリニック

月～金曜日11:00～17:00
      土曜日11:00～14:00052-611-8680名古屋市南区白水町8だいどうクリニック

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。
※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンフィルムを組合までご提出ください。
※オリエンタル蒲郡健診センターは、2013年4月1日より所在地及び連絡先が変更となりました。ご注意ください。

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

インフルエンザ予防接種補助金制度
予防接種を受けよう

　毎年流行するインフルエンザは、罹患する
と重症化し、健康を著しく損ねるばかりか医
療費の増加にもつながります。
　また、その有効な予防法であるワクチン接
種は自費診療であるため、接種を受ける方の
経済的負担も大きくなります。
　そこで、中建国保ではインフルエンザの予
防接種に対し、補助金を支給します。
　この機会にインフルエンザの感染予防に向
けて、是非お役立てください。

※問合　健康保険・共済課までご連絡ください。

【補助対象者】
　接種時点で中建国保の資格のある組合員・家族

【補助対象となる接種の時期】
　平成25年４月１日～平成26年３月31日

【補助金額】
　２,000円（補助対象者１人当たり年度内１回）

【必要書類】
①インフルエンザ予防接種補助金申請書
　申請書は平成25年度中建国保の便利帳88
　頁以降に添付。また、中建国保ＨＰからダ
　ウンロードできます。
②下記の条件を満たす書類
　・インフルエンザ予防接種を受けたことが
　　確認できるもの
　・接種日、接種を受けた方、医療機関名が
　　確認できるもの
例／領収書の原本、接種証明の写し、母子手
　　帳の表紙及び予防接種の記録欄の写し等

【支給方法】
　補助金は、申請月の翌月末にろうきん口座
　に振り込みます。

今年
度も
補助
金

2,00
0円

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回

③③
個
人
健

 個
人
健
診診

①
・
②
以
外

①
・
②
以
外
でで

受
診
す
る
場

受
診
す
る
場
合合

蓋
街

崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖

　昨年度に引き続き、今年度も11月

10日から来年３月２日の日曜日に

「巡回健診」を開催します。　

　今年度未受診の方を対象に健康診

断のご案内を順次お届けしますの

で、この機会にぜひ受診されること

をお勧めします。

　既に集団健診、市町村の健康診断

を受診されている方で補助を受けら

れた方は対象外となりますので、入

れ違いでご案内が届いた場合はご容

赦ください。

蓋
街

崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖

蓋 街崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

蓋 街崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

②巡回健診

苛全国保健福祉情報システム開発協会
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学 岳較較較較較較較較較較較較較較

学
岳

較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較

減免額被害区分

保険料３ヵ月分
全焼または

全壊及び全部冠水

保険料２ヵ月分
半焼または半壊、
床上1ｍ以上の冠水

保険料１ヵ月分床上１ｍ未満の冠水

被害区分による減免額

健康保険料の減免を受けるときは、
　①保険料徴収減免申請書
　②減免の理由を証明する書類
　　（地方自治体からの罹災証明書
　　  新聞記事等）が必要です。
　その他、組合では組合共済より住
宅災害見舞金の支給制度もあります。

問合　健康保険・共済課の中西までご連絡ください。

　中建国保では、震災・風水害・落
雷・火災等の災害により、組合員の
自宅等が被害を受け、生活が著しく
困難になった時、３ヵ月分の範囲内
で健康保険料を減免する制度があり
ます。
　減免される額は、災害の被害状況
によって異なります。
　被害区分による減免額の取り扱い
は、下表をご覧ください。

中建国保

風水害の被害を受けられた方

一
斉
投
函
す
る
大
き
な
ハ
ガ
キ
の
山

確
保
を
求
め
る
運
動
が
、
組
合

員
と
家
族
の
社
会
保
障
の
要
で

あ
る
国
保
組
合
制
度
を
守
る
こ

と
に
な
る
、
そ
う
し
た
こ
と
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、「
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
」「
地
元
国
会
議
員
要

請
行
動
」
「
中
央
総
決
起
大
会
」

「
中
闘
行
動
」
等
、
様
々
な
運

動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ご
奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す

　
九
月
～
十
一
月
、
組
合
員
と

ご
家
族
の
方
々
に
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
を
お
願
い
し
た
結
果
、
二

万
三
千
六
百
九
十
三
枚
の
ハ
ガ

キ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
（
十
一
月
十
一
日
現
在
）

　
手
書
き
の
文
字
一
文
字
一
文

保
し
、
制
度
を
育
成
・
強
化

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
元

国
会
議
員
要
請
行
動
・
夏
と

冬
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
運

動
は
、
必
要
不
可
欠
で
す
。

二
〇
一
四
年
度
 概
算
要
求

　
厚
生
労
働
省
が
八
月
三
十

日
に
財
務
省
に
提
出
し
た
国

保
組
合
の
二
〇
一
四
年
度
概

算
要
求
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
国
保
組
合
に
対
す
る

補
助
金
は
三
千
二
百
億
七
千
万

円
（
前
年
度
当
初
予
算
化
で
六

十
五
億
七
千
万
円
増
）
と
な
り
、

現
行
補
助
制
度
で
の
概
算
要
求

と
な
り
ま
し
た
。

現
行
補
助
水
準
確
保

　
二
〇
一
四
年
度
の
概
算
要
求

額
で
、
国
保
組
合
に
対
す
る
補

助
金
の
総
額
三
千
二
百
億
七
千

万
円
の
う
ち
、
多
く
を
占
め
る

定
率
補
助
と
調
整
補
助
金
は
、

こ
れ
か
ら
年
末
の
予
算
編
成
ま

で
、
被
保
険
者
数
の
見
込
み
を

再
算
定
す
る
た
め
、
大
き
く
変

わ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
消
費
税
率
を
ど
う
す
る
の

か
の
判
断
で
も
予
算
が
大
き
く

変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
　
加
え
て
、
各
省
庁
の
概
算
要

求
の
総
額
が
過
去
最
大
規
模
に

な
っ
た
た
め
、
財
務
省
は
年
末

に
向
け
、
要
求
額
の
絞
り
込
み

を
各
省
庁
に
要
求
し
、
政
策
的

経
費
で
あ
る
高
額
医
療
費
共
同

事
業
補
助
金
な
ど
へ
の
、
切
り

込
み
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
の
予
算
案
確
定
ま
で
、

建
設
国
保
の
現
行
補
助
水
準
の

姥
厩

嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘

皆さんに書いていただいた中の１枚

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

　
国
保
組
合
の
特
別
助
成
を
確

姥
厩

嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
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嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
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嘘
嘘
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字
に
は
、「
建
設
国
保
は
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
大
切
な
制
度
で

す
。
私
た
ち
の
建
設
国
保
へ
の

補
助
金
は
現
行
水
準
を
確
保
し

て
く
だ
さ
い
」
と
の
、
た
い
へ

ん
切
実
な
思
い
が
強
く
込
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ハ
ガ
キ
は
、
十
一
月
十
八

日
～
二
十
二
日
に
集
中
投
函
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
払
込
証
明
書
を
発
行
し
、
組

合
員
本
人
の
ご
自
宅
へ
郵
送
い

た
し
ま
す
。

　
但
し
、
事
業
所
や
親
方
さ
ん

が
ま
と
め
て
引
落
し
さ
れ
て
い

　
税
金
の
申
告
で
健
康
保
険
料

等
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
で
す
。

　
中
建
国
保
（
組
合
の
健
康
保

険
）
に
ご
加
入
の
方
で
、
払
込

証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
組
合

る
場
合
は
、
事
業
所
ま
た
は
親

方
さ
ん
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
連
絡
の
な
い
方
に

は
払
込
証
明
書
の
発
行
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

　
払
込
証
明
書
は
到
着
ま
で
に

休
業
日
を
除
き
、
お
お
む
ね
一
～

二
日
か
か
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
余
裕
を
も
っ
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
に
よ
る

　
ご
回
答
は
個
人
情
報
保
護
の

　
た
め
、
差
し
控
え
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
、

組
合
の
税
金
申
告
学
習
会
へ
参

加
さ
れ
る
方
（
組
合
で
申
告
さ

れ
る
方
）
は
、
払
込
証
明
書
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
払
込
証
明
書
の
発
行
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
組
合
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
料
等
払
込
証
明
書
の
発
送

お
申
込
は
、
お
早
め
に

◎日時　12月18日（水）
　　　　午後6時～

◎会場　全建愛知会館

※お電話でのご予約が必要です

 　 ／0120-154-931

 　 ／050-3785-1684

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

　今月の組合費等の自動引落日

は27日（金）です。26日（木）

までに、預金残高をご確認くだ

さい。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

　１月7日（火）午後5時～午

後6時、全建愛知会館で旗開き

を開催します。

　旗開きに参加ご希望の方は、

１月6日（月）正午までに総務

課までご連絡ください。組合事

務所は、12月28日（土）～1

月5日（日）お休みです。

旗開きのご案内

　年末年始の組合事務所の
お休みは、12月28日（土）
～1月5日（日）です。
　仕事始めは、1月６日
（月）午前9時からです。
　組合員の皆さん、よろし
くお願いいたします。

お休みのお知らせ
　組合から、毎月キャロット

等の郵便物を送っています。

しかし、お引越しや区画整理

等で住所が変更された場合、

組合からの郵便物が届かず、

戻ってきています。

　住所変更の際は、速やかに

組合までご連絡ください。

住所変更の届出を

労
働
対
策
部

安
全
は

ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
識
か

意
識
か
らら

建
築
基
準
法
に
基
づ
く

建
築
工
事
届
・
建
築
物
除
却
届
が
必
要

　
皆
さ
ん
の
ご
奮
闘
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

◎
二
〇
一
四
年
度
の
国
保
組
合

　
に
対
す
る
特
別
助
成
額
は
、

　
決
定
次
第
ご
連
絡
い
た
し
ま

　
す
。

　
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
情

報
政
策
課
よ
り
、
建
築
基
準
法

に
基
づ
く
「
建
築
工
事
届
」「
建

築
物
除
却
届
」
の
周
知
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

　
建
築
基
準
法
第
十
五
条
第
一

項
で
は
、「
工
事
部
分
の
床
面
積

が
十
釈
を
こ
え
る
建
築
工
事

（
新
築
・
増
築
・
改
築
・
又
は

移
転
）
」
「
工
事
部
分
の
床
面
積

が
十
釈
を
こ
え
る
建
築
物
の
除

却
工
事
」
に
つ
い
て
は
都
道
府

県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
建
築
工
事
届
」「
建

築
物
除
却
届
」
が
必
ず
し
も
出

さ
れ
て
い
な
い
実
情
が
あ
り
ま

す
。
　
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
情

報
政
策
課
は
、
建
築
物
の
着
工

動
向
を
示
す
統
計
資
料
を
作
成

す
る
立
場
か
ら
住
宅
着
工
の
実

態
を
反
映
し
た
統
計
資
料
と
す

べ
く
、
昨
年
同
様
に
協
力
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

◎
建
築
物
を
建
築
し
よ
う
と
す

　
る
と
き
は
、
届
出
が
必
要

Q
ど
の
よ
う
な
場
合
に
届
出
が

　
必
要
な
の
で
す
か
？

A
工
事
部
分
の
床
面
積
が
十
釈

　
を
こ
え
る
建
築
工
事
（
新
築
・

　
増
築
・
改
築
・
又
は
移
転
）

　
を
す
る
場
合
に
届
出
が
必
要

　
で
す
。

Q
ど
の
よ
う
に
届
出
を
行
う
の

　
で
す
か
？

A
届
出
の
名
称
は
「
建
築
基
準

　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定

　
に
よ
る
建
築
工
事
届
」（
建
築

　
工
事
届
）
と
い
い
ま
す
。

　
建
築
主
が
、
建
築
主
事
を
経

　
由
し
て
、
都
道
府
県
知
事
あ

　
て
に
届
出
を
行
い
ま
す
。

　
建
築
主
事
の
確
認
を
受
け
る

　
場
合
は
建
築
確
認
申
請
と
同

　
時
に
、
指
定
確
認
検
査
機
関

　
の
確
認
を
受
け
る
場
合
は
確

　
認
済
証
交
付
後
に
遅
滞
な
く

　
届
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

　
す
が
、
都
市
計
画
区
域
外
の

　
小
規
模
建
築
物
の
建
築
工
事

　
等
、
建
築
確
認
申
請
が
必
要

　
な
い
建
築
工
事
の
場
合
で
も
、

　
建
築
工
事
届
の
届
出
が
必
要

　
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
建
築
工
事
を
行

　
う
敷
地
の
あ
る
都
道
府
県
庁

　
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

Q
届
出
は
ど
の
よ
う
に
使
用
さ

　
れ
ま
す
か
？

A
主
に
統
計
作
成
に
使
用
さ
れ

　
ま
す
。
国
の
基
幹
統
計
で
あ

　
る
「
建
築
着
工
統
計
調
査
」
　

　
を
作
成
し
、
毎
月
末
に
公
表
、

　
し
て
い
ま
す
。
建
築
着
工
統

　
計
調
査
の
結
果
は
、
国
民
経

　
済
計
算
（
S
N
A
）
等
の
、

　
重
要
な
経
済
指
標
の
基
礎
デ

　
ー
タ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

正
確
を
期
す
た
め
に
、
建
築

工
事
届
の
届
出
内
容
に
つ
い

て
担
当
者
か
ら
問
い
合
わ
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Q
届
出
を
し
な
い
と
ど
う
な
り

　
ま
す
か
？

A
届
出
を
し
な
い
、
又
は
虚
偽

　
の
届
出
を
し
た
と
き
は
、
五

　
十
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ

　
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　

※
「
建
築
物
の
除
却
」
に
つ
き

　
ま
し
て
は
、
全
建
愛
知
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

冬
の
ハ
ガ
キ
要
請
行

冬
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動動

二
万
三
千
六
百
九
十
三
枚
の
ハ
ガ
キ
集
ま
る



　10月6日（日）午前９時から港
支部は、組織拡大行動を役員４名
で行いました。
　１台の車に乗り合わせ、建築現
場探しをしました。日曜日と言う
こともあって、建築現場が休みで
ないか気がかりでしたが、10件ほ
ど建築現場を見つけることがで
きました。

　大工さんに手を止めてもらい、組合パンフとポケットティッシュを
快く受け取ってもらえました。早速、本題の組合説明は、健康保険を

重点に市町村国保にはない制度と
して、償還金制度と傷病手当金につ
いて話したところ、職人さんは市町
村国保に入っており中建国保の手
厚い制度と保険料の安さに驚いて
いました。「前向きに考えていく」
と職人さんの返答で、役員は確かな
手応えを感じました。
　午後３時まで、港区内を碁盤の目
のように廻りました。
　今後も、中建国保の手厚い制度を
まだ知らない職人さんにドンドン
アピールしていきたいと役員一同
意思統一をし、拡大行動を終えまし
た。　　　　　　　【酒井徹男　記】
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 手厚い制度をドンドンアピール
港支部／組織拡大行動 10月6日

組
合
パ
ン
フ
を
渡
す
酒
井
支
部
長
（
左
）

2013年（平成25年）12月1日

　10月20日（日）、名古屋ま

つりが中止になる程の雨が降

る日は絶好の拡大行動日和り

です。

　守山支部役員６名は吉根方

面と四軒家方面の２班に分か

れて拡大行動を行いました。

　今回は、組合員宅を訪問し未

加入者を紹介していただくの

が主な目的です。

　未加入者に組合の魅力を伝えて

もらうために、まず、加入者に正

しい知識をもっていただき理解し

てもらえるよう、口頭での伝導に

力を入れました。

　子どもが小学校入学時に祝金が

支給されるなど、きめ細かな特典

のある本部及び守山支部の慶弔規

程をわかりやすく説明しました。

　折角の休日に応対してくださっ

た方々、ご協力ありがとうござい

ます。

　組合拡大のため、是非、未加入

者への声かけお願い致します。　

　　　　　　【北原康博通信員】
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 組合の魅力を伝える
守山支部／組織拡大行動 10月20日

組合員さん宅へ訪問し、組合説明をする横山支部長（左）

　10月16日（水）、今年も昨年同
様、長久手ロイヤルホームセンター
にて、支部長さん始め12名の参加
で行いました。
　会場周辺では区画整理のた
め、駐車場使用が可能か心配し
ましたが、店長さんから「場所
は自由に使ってください」と、
了承をいただきました。
　５時半よりフェンスにノボ
リを立て、粗品とパンフの配布
で行動開始、来店者の職人さん
風の方々への声掛、説明を行い

ました。
　職人さんは、現場へ出向いてのＰＲより、仕事終了後に立寄るため、
割合と時間に余裕があるのか、話を聞いていただけた様に思いました。
　「支部は違いますが、組合員です」又「来年は、支部長をやります」
との返事。仲間が身近にいて心強く思いました。
　この結果は分かりませんが、次回の拡大行動の開催に向かって組合
員一同、決意を新たに実施しましょう。
　寒い中、御苦労様でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【小柳津　文章　記】
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 仲間が身近にいて心強かった 

長久手支部／組織拡大行動
10月16日

来店した職人さんに組合の話をする役員（右）

買
い
物
を
終
え
た
職
人
さ
ん
に
声
掛
け
す
る
役
員
（
左
）
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組織拡大強化月間／9月～11月

― 13,000人の組合目指して ―

組　織　部

　10月27日（日）東海支部は、宮上

支部長、ほか役員さん達と車２台にて

組織拡大行動を行いました。

　午前中は、現場を中心にまわる中、

道中に作業をしている未加入の大工さ

んに声をかけ、全建愛知の健康保険・

労災保険の説明を真剣に聞いてくれま

した。

　また、組合員さん宅に行き組合未加入の職人さんを紹介していただ

くようお願いしました。

　午後からは近くの駅にて役員さん達とティッシュ配り等で、全建愛

知のアピールに専念しました。

　この日、知多市の産業まつりの中で商工会の住宅デー、物づくり等

見学して、これからの東海支部の住宅デーの参考にして行きたいです。

　一人でも多く組合員を増やすように、今後も東海支部は組織拡大行

動に取り組んで行きたいと思います。　　　　　　　【神田勉通信員】
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１人でも多く組合員を増やす

東海支部／組織拡大行動

10月27日

健康保険について説明をする役員（左）

組
合
パ
ン
フ
を
渡
す
役
員
（
左
）

　

　11月９日（土）。晴天の中、

午前９時に集合し５名で元気

一杯、全建愛知組織拡大行動に

出発。

　数分後、建設現場に遭遇。

　早速拡大のお話をさせて頂

きました。

　偶然、小牧支部の方の現場に

遭遇し拡大運動に対し、認識を

深めて頂けました。

　次に、若い監督さんで組合に入っていな

いとの事でしたので、是非検討して頂ける

様に、アピール致しました。

　その後も現場に遭遇する事が出来、その

都度啓蒙をさせて頂きました。

　年配の方だけの現場や、若い方々が多い

現場もあり、色々な現場に立寄らせて頂

き、年齢層の違いがある事に世代交代が進

んでいる地域ではないかと思います。

　結果全部で13軒回る事が出来ました。

　この中で真剣に検討をして頂き、組合に

入って頂ける方が誕生するのを期待して、今後も拡大行動に励んでま

いります。　　　　　　　　　　　　　　　　　【赤塚収古通信員】
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今後も拡大行動に励む
東支部／組織拡大行動 11月９日

現
場
訪
問
し
、
組
合
の
説
明
を
す
る
役
員
（
左
）

若
い
職
人
さ
ん
に
パ
ン
フ
を
渡
す
役
員
（
右
）
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十
月
八
日
（
火
）
緑
支
部
主

婦
の
会
「
木
曽
川
鵜
飼
＆
昼
食

会
」
に
十
名
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。 緑

支
部
主
婦
の
会
／
木
曽
川
鵜
飼
・
昼
食
会

感
動
と
称
賛
の
拍
手

　
雨
が
心
配
で
し
た
が
曇
り
で

ホ
ッ
。

　
名
鉄
犬
山
ホ
テ
ル
で
の
昼
食

バ
イ
キ
ン
グ
。

　
地
元
の
鮎
の
塩
焼
き
も
あ

り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
お
し
ゃ

べ
り
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
大
満

足
。
　
続
い
て
、う
か
い
見
物
へ
。
　

　
昼
間
の
う
か
い
は
、
初
め
て

の
方
ば
か
り
で
ワ
ク
ワ
ク
し

「
前
日
は
、
な
か
な
か
寝
つ
か

れ
な
か
っ
た
」
と
言
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
観
覧
船
と
並
走
し
て
の
見
学

で
鵜
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

女
性
鵜
匠
の
稲
山
さ
ん
の
巧
み

な
手
縄
さ
ば
き
と
、
か
わ
い
い

鵜
の
妙
技
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
感
動
と
称
賛
の
拍
手
を

送
り
ま
し
た
。
又
、
犬
山
城
も

船
上
か
ら
望
め
ス
テ
キ
な
時
間

を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
初
め
て
主
婦
の
会
に

参
加
さ
れ
た
方
も
「
楽
し
か
っ

た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
「
次

回
も
是
非
」
と
お
誘
い
し
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
【
船
渡
美
雪
　
記
】

い
よ
い
よ
舟
が
出
ま
す

巧みな手綱さばきの女性鵜匠

　
十
月
二
十
七
日

（
日
）
、
北
支
部
壮

年
部
結
成
式
を
北

区
の
料
亭
魚
鉄
に

て
行
い
ま
し
た
。

　
本
部
に
お
聞
き

し
ま
し
た
ら
、
壮

年
部
は
、
中
村
支

部
に
次
ぐ
二
番
目

と
の
こ
と
で
す
。

　
来
賓
の
塚
本
県
会
議

員
、
本
部
か
ら
中
村
書
記

次
長
、
中
村
支
部
か
ら
役

員
及
び
壮
年
部
長
に
お
越

し
頂
き
、
力
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
ま
し
た
。

　
北
支
部
初
代
壮
年
部
長

に
全
建
愛
知
定
期
大
会
の

議
長
を
経
験
さ
れ
た
、
貫

禄
十
分
の
市
來
（
い
ち
き
）

善
光
が
就
任
し
ま
し
た
。

又
、
今
年
よ
り
北
支
部

支
部
長
に
就
任
し
た
全

建
愛
知
支
部
最
年
少
の

有
能
パ
ワ
フ
ル
な
曾
我

支
部
長
の
紹
介
で
市
來

壮
年
部
長
の
力
強
い
決

意
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
　
こ
れ
に
て
北
支
部

は
、
壮
年
部
・
青
年
部
・

主
婦
の
会
と
一
層
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。

　
北
支
部
行
事
等
は
、
北
支
部

H
P
に
て
掲
載
し
て
ご
ざ
い
ま

す
の
で
組
合
員
の
皆
様
是
非
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
各
支

部
も
壮
年
部
結
成
さ
れ
て
支
部

交
流
計
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
西
原
進
浩
通
信
員
】

懇親会の様子

壮年部長に就任した市來さん（右）

北支部／壮年部結成式

壮年部、
頑張っていきます

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
　
十
月
十
三
日
（
日
）
全
建

愛
知
東
海
支
部
青
年
部
は
、

家
族
団
ら
ん
バ
ー
ベ
Ｑ
～
を

が
参
加
し
て
く
れ
楽
し
く
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
す
ぐ
公

園
へ
遊
び
に
行
く
子
供
や
展
望

台
に
登
り
に
行
く
方
や
、
い
ろ

い
ろ
で
し
た
。

　
バ
ー
ベ
Ｑ
～
の
途
中
に
、
ビ

ン
ゴ
大
会
を
や
り
、
い
ろ
い
ろ

な
所
か
ら
「
リ
ー
チ
」
や
、「
十

九
番
を
出
し
て
」
な
ど
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
青
年
部
の
役
員
さ
ん
で
、
ビ

ン
ゴ
の
景
品
や
お
酒
や
肉
な
ど

買
い
出
し
に
行
っ
た
ん
で
す
が

肉
だ
け
半
分
く
ら
い
余
り
（
笑
）

皆
様
に
お
土
産
と
し
て
持
っ
て

帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
役
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。
次
は
、
何
を
や
り
ま

す
か
？
ま
た
協
力
し
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
【
河
野
　
弘
貴
　
記
】

常
滑
市
小
脇
公
園
で
開
催
し
ま

し
た
。
　

　
青
年
部
初
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
で
し
た
が
、
四
十
名
の
方

東
海
支
部
青
年
部
／
家
族
団
ら
ん
バ
ー
ベ
Q
～

楽
し
い
会
話
で
盛
り
上
が
っ
て
ま
す

皆
さ
ん
、
大
盛
り
上
が
り
で
し
た

公
園
の
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
ぶ
子
供
た
ち

　
西
支
部
は
、
十
月
二
十
日

（
日
）
秋
レ
ク
「
伊
勢
神
宮

参
拝
の
旅
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
か
ら
雨
が
降

っ
て
い
ま
し
た
が
七
十
八
名

が
参
加
し
て
、
式
年
遷
宮
が

終
わ
り
新
装
と
な
っ
た
「
内

宮
」
へ
の
参
拝
を
し
ま
し
た
。

　
T
V
な
ど
で
式
年
遷
宮
が

始
ま
り
、
伊
勢
神
宮
へ
の
参

拝
者
が
非
常
に
多
く
各
所
で

西支部／

外
宮
の
拝
殿

伊勢神宮遷宮参拝の旅

話題の式年遷宮
に参拝

行
列
が
出
来
る
状
態
で

す
。
と
の
報
道
が
あ
り
日

曜
日
で
も
あ
っ
て
大
勢
の

参
拝
者
を
予
想
し
て
い
ま

し
た
が
、
降
雨
の
せ
い
か

思
っ
た
よ
り
少
な
い
人
出

で
、
そ
ん
な
に
混
み
あ
う

こ
と
も
な
く
参
拝
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
た

「
昼
食
」
は
、
沢
山
の

海
の
幸
を
十
分
に
味
わ

い
、
お
腹
を
い
っ
ぱ
い

に
し
て
満
足
し
ま
し

た
。
　
そ
の
後
、
多
少
予
定

の
時
間
よ
り
遅
く
な
り

ま
し
た
が
「
外
宮
」
へ

参
拝
を
し
て
、
参
加
者

全
員
が
名
古
屋
へ
帰
り

ま
し
た
。

　
　
【
青
木
繁
通
信
員
】

豪華な海の幸

　
十
一
月
三
日
（
日
）
、
恒

例
の
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
。
空
模
様
を
心
配
し
な
が

ら
九
十
五
名
を
乗
せ
た
三
台

の
バ
ス
は
、
み
か
ん
狩
り
へ
出

発
で
す
。
途
中
、
め
ん
た
い
パ

ー
ク
で
試
食
と
買
物
。

　
岡
崎
八
丁
味
曽
工
場
で
は
、

日
頃
慣
れ
親
し
ん
で
い
る

赤
味
曽
と
溜
り
の
に
お
い

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
再
確

認
。
愛
知
の
味
曽
い
い
で
す
ね
。

　
昼
食
は
大
エ
ビ
フ
ラ
イ
・
角

ス
テ
ー
キ
・
蟹
・
松
茸
ご
飯
・

デ
ザ
ー
ト
等
々
食
べ
放
題
！

　
好
き
な
物
て
ん
こ
盛
り
で
笑

顔
も
満
開
。
お
皿
に
残
っ
た
尻

尾
と
蟹
殻
は
満
足
度
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
で
す
。

　
さ
ぁ
、
み
か
ん
狩
り
。
五
分

程
の
坂
道
を
行
く
と
み
か
ん
畑

で
す
。
皆
各
々
に
一
番
甘
い
み

か
ん
を
求
め
て
右
に
左
に
。「
こ

れ
甘
い
よ
」
「
ど
の
木
」
「
こ
っ

ち
こ
っ
ち
」
と
楽
し
さ
も
、
み

か
ん
も
Ｌ
サ
イ
ズ
で
す
。

　
帰
路
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
全

員
ビ
ン
ゴ
。
嬉
し
い
顔
で
無
事

帰
宅
で
き
ま
し
た
。
感
謝
。

　
　
　
　
　
　
　
【
柴
田
　
記
】

中
村
支
部
／
ジ
ャ
ン
ボ
エ
ビ
フ
ラ
イ

楽
し
さ
も
、
み
か
ん
も
L
サ
イ
ズ

大
き
な
エ
ビ
フ
ラ
イ

甘くて美味しいみかん

蒲
郡
み
か
ん
狩
り

　
十
一
月
十
日
（
日
）
、
小

牧
支
部
は
ウ
イ
ン
ナ
ー
作
り

体
験
と
昼
神
温
泉
ラ
ン
チ
バ

イ
キ
ン
グ
へ
総
勢
四
十
八
名

で
参
加
し
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
朝
か
ら
、
雨

に
降
ら
れ
少
し
心
配
で
し
た

が
、
バ
ス
の
中
か
ら
紅
葉
を

見
な
が
ら
、
ま
ず
わ
駒
ヶ
根

の
ウ
イ
ン
ナ
ー
作
り
へ
向
か

い
ま
し
た
。

　
皆
、
お
腹
ペ
コ
ペ
コ
。
お
皿

を
持
っ
て
好
き
な
物
を
取
り

に
、
乗
り
切
れ
な
い
く
ら
い
に
、

又
何
回
も
取
り
に
行
く
人
。
　

　
皆
さ
ん
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
そ
こ
を
出
て
ウ
イ
ン
ナ
ー

を
も
ら
い
に
又
駒
ヶ
根
へ
行

き
、
最
後
は
、
養
命
酒
工
場
へ

見
学
に
行
き
、
小
牧
に
無
事
に

着
き
一
日
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
　
　
　
【
岡
西
榮
子
通
信
員
】

　
ひ
き
肉
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
て

十
五
分
間
ね
っ
て
ね
っ
て
、
こ

れ
が
大
変
で
し
た
。い
よ
い
よ
、

ウ
イ
ン
ナ
ー
作
り
で
す
。
腸
の

中
へ
、
ひ
き
肉
を
入
れ
る
の
に
、

大
き
く
な
っ
た
り
、
パ
ン
ク
し

た
り
で
、こ
れ
も
大
変
で
し
た
。

　
ウ
イ
ン
ナ
ー
が
出
来
上
が
る

ま
で
皆
で
昼
神
温
泉
へ
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
へ
出
か
け
ま
し

た
。

お腹ペコペコ

小牧支部／昼神温泉の旅

ねってねってねって…

美味しいウインナー
出来ますように
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毎
年
、
大
好
評
の
主
婦
の
会

日
帰
り
見
学
会
で
、
う
っ
す
ら

と
曇
が
か
か
っ
た
十
月
十
八
日

（
金
）
滋
賀
県
近
江
八
幡
の
水

郷
め
ぐ
り
と
国
宝
彦
根
城
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
総
勢
六
十
六
名
（
参
加
者
六

十
四
名
・
書
記
局
二
名
）
を
乗

せ
た
バ
ス
二
台
は
、
朝
九
時
、

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
（
旧

名
古
屋
市
民
会
館
）
前
を
出
発

し
、
順
調
に
車
を
進
め
近
江
八

幡
水
郷
め
ぐ
り
の
船
着
き
場
に

到
着
し
ま
し
た
。

　
六
人
乗
り
や
八
人
乗
り
の
和

舟
に
乗
船
す
る
と
、
幅
三
杓
程

の
水
路
を
抜
け
る
と
広
い
入
り

江
の
両
側
に
背
丈
以
上
あ
る
ヨ

シ
が
風
に
な
び
き
、
景
色
と
と

も
に
ヨ
シ
が
重
な
り
合
う
音
が

風
情
で
都
会
の
幻
想
か
ら
時
間

を
忘
れ
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
は

っ
ぴ
を
ま
と
っ
た
船
頭
さ
ん

が
、
得
意
気
に
民
謡
を
歌
い
穏

や
か
に
流
れ
る
水
の
流
れ
と
で

情
緒
の
あ
る
一
時
で
し
た
。

　
お
腹
も
空
き
だ
し
た
頃
、
あ

き
ん
ど
の
里
へ
移
動
し
、
本
番

の
近
江
牛
の
す
き
焼
き
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
ろ
け
る
よ
う

な
柔
ら
か
い
肉
に
、
甘
ダ
レ
と

の
相
性
が
ピ
ッ
タ
リ
。
赤
こ
ん

に
ゃ
く
の
糸
こ
ん
も
、
ピ
リ
辛

で
絶
品
で
し
た
。

　
お
昼
休
憩
の
時
間
を
使
い
、

皆
さ
ん
近
江
八
幡
の
町
並
み
を

散
策
や
日
牟
禮
八
幡
宮
へ
参
拝

し
、
付
近
の
お
店
で
バ
ー
ム
ク

ー
ヘ
ン
や
お
餅
を
買
っ
て
い
ま

し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
彦
根
市
ま
で

足
を
伸
ば
し
国
宝
彦
根
城
を
見

学
し
ま
し
た
。

　
城
内
に
入
る
と
、
ひ
こ
に
ゃ

ん
が
陽
気
に
出
迎
え
て
く
れ
た

後
は
、
険
し
い
石
段
を
登
り
、

さ
ら
に
城
内
で
は
梯
子
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
急
な
傾
斜
の
階
段

を
上
が
り
き
る
と
、
ま
る
で
ご

褒
美
の
よ
う
に
天
守
閣
か
ら
琵

琶
湖
が
一
望
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
水
郷
め
ぐ

り
が
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ

た
。
風
を
感
じ
、
時
間
が
止
ま

っ
た
よ
う
で
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
曇
り
空
の
一
日
で
し
た
が
、

幸
い
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、
無

事
に
金
山
に
到
着
し
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
両
手
い
っ
ぱ
い
の

お
土
産
を
持
ち
家
路
に
着
き
ま

し
た
。

関 陥貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

関
陥

貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫

　　　
労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
玉
掛
け
技
能

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
日
程

玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

玉
掛
け
技
能
講
習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
学
科
　
三
月
一
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
二
日
（
日
）

　
実
技
　
三
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　
又
は
九
日
（
日
）

　
※
受
講
者
に
追
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す

　
※
全
日
と
も
九
時
～
十
七
時
十
分

■
学
科
会
場

　
愛
知
県
職
業
訓
練
会
館
二
Ｆ

　
名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
―
三
―
十
四

■
実
技
会
場
　

　
愛
知
県
立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校

　
名
古
屋
市
北
区
安
井
二
―
四
―
四
十
八

■
受
講
資
格
　

　
①
十
八
歳
以
上
。

　
②
玉
掛
け
の
補
助
作
業
の
業

　
　
務
等
に
六
ヵ
月
以
上
就
い

　
　
た
経
験
者
。

　
③
つ
り
上
げ
荷
重
一
ト
ン
未

　
　
満
の
ク
レ
ー
ン
の
玉
掛
け

　
　
業
務
に
六
ヵ
月
以
上
就
い

　
　
た
経
験
者
。

　
④
実
務
経
験
、
事
業
所
証
明

　
　
が
あ
る
方
。

■
会
費
　
三
万
五
千
円

■
〆
切
　
二
月
三
日
（
月
）
　

■
申
込
・
問
合
　

　
技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

税
金
学
習
デ
ー

　
年
度
末
に
向
け
て
源
泉
徴
収

・
年
末
調
整
の
仕
方
や
所
得
税
・

消
費
税
申
告
の
仕
方
な
ど
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
税
金
や
記
帳
に
つ
い
て
不
安

や
疑
問
を
お
持
ち
の
方
は
、
二

月
開
催
の
全
建
愛
知
税
金
申
告

学
習
会
の
前
に
必
ず
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
も
よ
り
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
十
二
・
一
月
開
催
の
全
建

愛
知
会
館
の
ほ
か
各
出
先
事
務

■
日
程
　
十
二
月
二
 日
（
月
）

【
岡
崎
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
十
一
 日
（
水
）

【
豊
橋
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
十
三
 日
（
金
）

【
全
建
愛
知
会
館
】

■
日
程
　
十
二
月
十
五
 日
（
日
）

　
　
　
　
一
月
十
九
 日
（
日
）

年
末
調
整
講
習
会

■
日
程
　
一
月
十
八
 日
（
土
）

■
時
間
　
午
前
十
時
～

所
で
も
開
催
し
ま
す
。

※
税
金
学
習
（
相
談
）
デ
ー
は

　
個
別
に
行
い
ま
す
の
で
、
希

　
望
時
間
と
相
談
内
容
を
組
合

　
に
電
話
予
約
の
上
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。（
一
組
・
一
時
間
程
）

【
春
日
井
事
務
所
】

税
金
講
習
会
の
模
様

消
費
税
講
習
会
の
ご
案

消
費
税
講
習
会
の
ご
案
内内

節
税
の
た
め
賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
し
ょ

節
税
の
た
め
賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
し
ょ
うう

消費税

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
持
物
　
筆
記
用
具
・
電
卓

※
年
末
調
整
講
習
会
で
は
、
組

　
合
で
用
意
し
た
例
題
に
沿
っ

　
て
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
の

　
仕
方
か
ら
、
税
務
署
や
市
町

　
村
へ
の
提
出
書
類
作
成
ま
で

　
の
一
通
り
の
実
務
手
続
き
を

　
指
導
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

　
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
合
　
税
金
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

　
シ
ニ
ア
倶
楽
部
が
結
成
さ
れ

六
回
目
の
研
修
旅
行
が
、
十
月

二
十
九
日
（
火
）
静
岡
県
館
山

寺
温
泉
き
の
こ
狩
り
と
浜
名
湖

遊
覧
船
の
旅
を
開
催
し
ま
し

た
。
　
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ

ど
の
盛
況
振
り
で
、
四
十
一
名

の
組
合
員
と
そ
の
配
偶
者
・
書

記
局
員
二
名
、
総
勢
四
十
三
名

で
金
山
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
、
小
雨
が
降
る
生

憎
の
天
気
で
し
た
が
、
バ
ス
の

中
は
一
年
振
り
に
会
う
仲
間
と

楽
し
い
会
話
に
花
が
咲
い
て
い

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
最
初
の
目
的
地
で
あ

る
山
本
舞
茸
栽
培
セ
ン
タ
ー
に

着
き
、
店
主
の
優
し
そ
う
な
お

じ
さ
ん
お
ば
さ
ん
に
出
迎
え
て

も
ら
い
、
も
ぎ
採
り
方
の
説
明

後
、
い
よ
い
よ
栽
培
ハ
ウ
ス
に

移
動
し
ま
し
た
。

　
ハ
ウ
ス
内
は
、
き
の
こ
独
特

の
臭
い
と
十
八
度
に
保
た
れ
少

し
肌
寒
い
中
、
た
く
さ
ん
の
容

器
に
舞
茸
が
大
小
と
成
長
し
て

お
り
、
根
か
ら
も
ぎ
採
り
、
も

ぎ
採
っ
た
舞
茸
は
お
土
産
に
な

り
ま
し
た
。
も
ぎ
採
り
体
験
が

終
わ
る
と
、
舞
茸
と
エ
リ
ン
ギ

の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
炒
め
の
試
食
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
大

絶
賛
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
浜
名
湖
遊
覧
と
な

り
、
三
十
分
船
に
揺
ら
れ
、
船

尾
で
は
、
カ
モ
メ
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ゴ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
へ

移
動
し
、
お
楽
し
み
の
昼
食
と

な
り
ま
し
た
。

　
お
膳
に
乗
り
切
ら
ん
ば
か
り

の
料
理
が
次
々
に
運
ば
れ
、
皆

さ
ん
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

休
憩
時
間
に
は
、
温
泉
に
入
り

一
汗
流
す
方
も
み
え
ま
し
た
。

　
ゆ
っ
く
り
と
し
た
昼
食
時
間

も
終
わ
り
、
お
土
産
屋
さ
ん
に

立
ち
寄
り
名
古
屋
に
向
か
い
ま

し
た
。
の
ん
び
り
と
し
た
行
程

で
仲
間
同
士
さ
ら
に
親
睦
を
深

め
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　
「
増
改
築
相
談
員
新
規
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

　
　
　
・
一
月
十
七
日
（
金
）

　
　
　
・
一
月
十
九
日
（
日
）

　
　
午
前
九
時
三
十
分
～

　
・
考
査
等

■
受
講
資
格
　

住
宅
の
新
築
工
事
又
は
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
の
設
計
、
工
事

等
に
関
す
る
業
務
の
実
務
経

験
が
十
年
以
上
あ
る
こ
と
。

■
会
費
　

　
組
合
員
　
　
二
万
五
千
円
　

　
組
合
員
外
　
三
万
五
千
円
　

　
※
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
込

■
〆
切
　
十
二
月
二
十
日

■
申
込
・
問
合
　
住
宅
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
午
後
六
時
三
十
分

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
研
修
内
容

　
・
増
改
築
相
談
員
の
基
礎
知
識

　
・
介
護
保
険
に
お
け
る
住
宅
改
修

　
・
関
連
融
資

　
・
住
宅
の
税
金

　
・
住
宅
の
点
検
と
補
修

増
改
築
相
談
員
新
規
研
修
会

も
う
一
つ
資
格
を
増
や
そ
う

住宅対策部

竿
管

潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅

　
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
は

「
と
て
も
お
値
打
ち
で
舞
茸
狩

り
体
験
も
で
き
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
主
人
と
参
加
し
た
い
」
と
、

喜
び
の
声
で
し
た
。

　
帰
路
に
向
か
う
車
内
は
、
笑

い
声
の
絶
え
な
い
楽
し
い
雰
囲

気
も
名
残
惜
し
い
で
す
が
、
無

事
に
金
山
に
戻
り
ま
し
た
。

蓋
街

崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖

舞
茸
を
も
ぎ
採
る
参
加
者

穏
や
か
な
水
の
流
れ
の
水
郷
め
ぐ
り

仲
間
と
親
睦
を
深
め
た

浜
名
湖
・
日
帰
り
見
学
会

シニア倶楽部

ゆ
っ
く
り
と
時
が
流
れ
た

水
郷
め
ぐ
り
・
彦
根
城
日
帰
り
見
学
会

主婦の会

１級建築士受験講座

【１級建築士講座】
①学科　1級≪学科≫総合　受験合格実現コース／定員15名
　全50回（計画５／環境７／法規８／力学４・一般構造６／施工８）
　　　　　各教科生講義、科目別演習実践講義７回、総合模擬試験５回
・講座期間と内容（平日夜間／19：00～21：30、日曜・水曜／10：00～16：00）
　１月～５月　集中講義　全38回
　６月～７月　問題演習実践講義　7回
　６月～７月　総合模擬試験　全５回
・講座期間
　１月～７月　日曜月２回、平日週１回～２回
・受講費用
　団体会員／128,000円（一般188,000円）各種割引制度有

②製図　1級≪製図≫　短期実践コース／定員15名
・講座期間
　８月～10月上旬（日曜９～10回）
・受講費用
　団体会員／85,000円（一般125,000円）

※１級≪学科≫リベンジ独学　問題演習支援コース
　教室開放　１回／500円　
　過去問題演習、模擬問題演習
問合・申込
　愛知県建築組合連合会　北区清水5-6-9　℡052-910-0608

受講者
募集中



木
曽
川
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
一
月
十
八
日
（
土
）

■
会
場
　
太
閤
殿

千
種
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
一一
月
二
十
六
日
（
日

月
二
十
六
日
（
日
））

■
会
場
　
ル
ブ
ラ
王
山

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー
（
津
島
地
区
）

■
日
程
　
十
二
月
八
日
（
日
）

■
会
場
　
津
島
市
文
化
会
館

北
支
部
／
か
に
料
理
昼
食
ツ
ア
ー

■
日
程
　
十
二
月
一
日
（
日
）

■
行
先
　
敦
賀

東
海
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
二
月
一
日
（
日
）

■
会
場
　
半
田
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

豊
橋
支
部
主
婦
の
会
／
奈
良
ホ
テ
ル
・
奈
良
公
園
散
策

■
日
程
　
十
二
月
七
日
（
土
）

■
行
先
　
奈
良
ホ
テ
ル

一
宮
支
部
／
忘
年
会

■
日
程
　
十
二
月
七
日
（
土
）

■
会
場
　
ぎ
ん
な
べ

尾
北
支
部
／
世
界
遺
産
三
保
の
松
原
と
イ
チ
ゴ
狩
り

■
日
程
　
十
二
月
八
日
（
日
）

■
行
先
　
静
岡
県

天
白
支
部
主
婦
の
会
／
お
正
月
寄
せ
植
え

■
日
程
　
十
二
月
十
日
（
火
）

■
会
場
　
白
土
・

サ
ン
リ
ョ
ー
／
フ
ラ
ン
テ

港
支
部
／
新
年
会

■
日
程
　
一
月
十
二
日
（
日
）

■
会
場
　
か
に
本
家
名
古
屋
駅
前
店

東
支
部
／
新
年
会

■
日
程
　
一
月
十
八
日
（
土
）

■
会
場
　
味
角

守
山
支
部
／
伊
勢
神
宮
初
詣

■
日
程
　
一
月
十
九
日
（
日
）

■
行
先
　
伊
勢
神
宮
内
宮
・
外
宮

※
注
意
　
当
組
合
で
は
、
当
事

　
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

春
日
井
支
部
青
年
部
・
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
餅
つ
き
大
会

■
日
時
　
十
二
月
二
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

■
会
場
　
神
屋
公
民
館
　
　

　
春
日
井
市
神
屋
町
字
宮
前

　
　
　
　
　
　
　
９
３
８
―
１

■
会
費
　
無
料

■
備
考
　
お
餅
の
他
に
豚
汁
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
　
中
西

　
℡
０
９
０
―
４
０
８
２
―
2
3
4
2

海
部
支
部
／
お
正
月
用
生
け
花

　
　
　
　
　
教
室
と
昼
食
会

■
日
時
　
十
二
月
二
十
五
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
レ
ス
ト
ラ
ン
天
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
和
店

■
会
費
　
千
五
百
円

■
定
員
　
二
十
名

■
〆
切
　
十
二
月
十
二
日

■
申
込
・
問
合
　
長
谷
川

　
℡
０
５
６
７
―
２
８
―
１
９
５
７

南
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
お
正
月
用
 生
け
花
教
室

■
日
時
　
十
二
月
二
十
六
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
会
費
　
五
百
円

■
持
参
　
花
バ
サ
ミ
・
剣
山

■
申
込
・
問
合
　
浅
井

　
℡
０
８
０
―
３
０
６
５
―
９
９
８
４

　
胃
０
５
６
２
―
３
２
―
０
２
５
７

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
生
け
花
教
室
（
正
月
花
）

■
日
時
　
十
二
月
二
十
七
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～

■
会
場
　
メ
ゾ
ン
グ
リ
エ

■
会
費
　
千
三
百
円

　
　
　
　
（
モ
ー
ニ
ン
グ
付
）

■
申
込
・
問
合
　
山
﨑

　
℡
０
９
０
―
１
２
７
０
―
６
２
５
１

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

2013年（平成25年）12月1日

支
部
総
会
予

支
部
総
会
予
定定

ス

タ

ッ

フ

ス

タ

ッ

フ
 

募

集

募

集

中中

◎
築
炉
工
さ
ん
大
募
集
！

■
問
合
　
禍
中
村
築
炉

　
　
　
　
名
古
屋
市
中
川
区

　
　
　
　
　
　
　
伏
屋
四
丁
目

　
会
社
　
0
5
2
―
３
０
３
―
３
６
２
３

　
携
帯
　
０
９
０
―
3
5
8
3
―
1
9
0
0

■
職
種
　
築
炉
工

■
年
齢
　
十
八
歳
～
四
十
五
歳

■
資
格
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
住
ま
い

　
名
古
屋
市
内
及
び

　
　
　
　
近
郊
在
住
の
方

■
備
考
　
未
経
験
者
の
方
で
も

　
　
　
　
歓
迎
で
す
。

◎
鳶
・
土
工
さ
ん
大
募
集
！

■
問
合
　
㈱
共
進
建
設

　
　
　
　
名
古
屋
市
中
川
区

　
　
　
　
　
　
　
吉
津
二
丁
目

　
会
社
　
0
5
2
―
４
８
５
―
7
0
9
2

　
携
帯
　
０
９
０
―
7
8
5
1
―
1
9
3
0

■
職
種
　
鳶
・
土
工

■
年
齢
　
十
六
歳
～
五
十
歳

■
資
格
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
住
ま
い

　
名
古
屋
市
内
及
び

　
　
　
　
近
郊
在
住
の
方

■
備
考
　
経
験
者
優
遇
・
寮
完

　
　
　
　
備
し
て
い
ま
す
。

千
種
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
お
正
月
用
 生
け
花
教
室

■
日
時
　
十
二
月
二
十
六
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
覚
王
山
消
防
団
詰
め
所

■
会
費
　
千
五
百
円
（
生
花
共
）

■
持
参
　
花
器
・

剣
山
・

ハ
サ
ミ

■
備
考
　
胃
に
て
、
氏
名
・
住

所
・
連
絡
先
を
お
書
き
に
な

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
酒
井

　
胃
０
５
２
―
７
６
１
―
３
３
３
４

　
緊
急
連
絡
先
　
酒
井

　
℡
０
９
０
―
１
８
６
２
―
１
６
３
１

津
島
支
部
／
お
正
月
用
生
け
花

　
　
　
　
　
教
室
と
ラ
ン
チ

■
日
時
　
十
二
月
二
十
七
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
レ
ス
ト
ラ
ン
天
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
屋
店

■
会
費
　
千
五
百
円

■
〆
切
　
十
二
月
二
十
日

■
備
考
　
胃
に
て
組
合
員
氏
名

　
・
参
加
者
氏
名
・
℡
・
胃
を

　
お
書
き
に
な
り
胃
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
服
部

　
胃
０
５
６
７
―
２
４
―
７
３
９
８

新加入説明会開催日時変更
　新加入説明会の開催日時が変わり
ました。
　毎月、第３日曜日を基本に開催し
てきました新加入説明会が、６月か
ら第３水曜日を基本として午後６時
～午後８時に開催することになりま
した。
　未加入者の方が、お仕事帰りにお
寄りいただけるようになりました。
　組合員の皆さんの周りに未加入の
方がいましたら、ぜひ、お伝えいた
だきドンドンご利用ください。

■開催場所　全建愛知本部事務所
■開催日　基本、毎月第３水曜日
■時間帯　午後６時～８時
■備　考　今まで通り事前予約制
　　　　℡0120―154―931
　　　　　ＩＰ050-3785-1684

中
村
支
部
壮
年
部
／

　
　
　
　
　
　
　
新
年
会

■
日
時
　
一
月
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
五
時
三
十
分
～

■
会
場
　
仙
石
ず
し

　
名
古
屋
市
中
村
区
太
閤

　
　
　
　
　
　
　
４
―
４
―
３

　
℡
０
５
２
―
４
５
１
―
８
６
０
２

■
会
費
　
二
千
円

■
定
員
　
三
十
名

　
　
　
（
定
員
満
了
次
第
〆
切
）

■
備
考
　
組
合
員
と
奥
様

■
申
込
・
問
合
　
勅
使
河
原
　

℡
０
９
０
―
４
８
６
８
―
２
２
３
２

環
境
作
り
を
応
援
す
る
「
世
界

寺
子
屋
運
動
」
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
書
き

損
じ
た
ハ
ガ
キ
等
を
集
め
、
国

際
協
力
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
一
枚
で
も
多
く
の
書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
を
組
合
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
回
収
　

　
年
間
通
じ
実
施
。
組
合
ま
で

　
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
備
考

　
こ
ん
な
ハ
ガ
キ
が
役
立
ち
ま

　
す
。

　
・
書
き
間
違
え
た

　
・
古
く
な
っ
た

　
・
使
わ
な
く
な
っ
た
な
ど

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびにににににににににににににににににににに来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来てててててててててててててててててててて皆さん、遊びに来てねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね
ふれあい餅つき大会開催

昨年のふれあい餅つき大会の様子

　毎年恒例の
「ふれあい餅つ
き大会」を開催
します。
　全建愛知が地
域の一員とし
て、住民の方々
に親しんでいた
だけるよう、ま

　　　　　　【物品のお願い】
　慈善バザーの収益金は、年末助け合い運動
に寄付させていただきます。
　より多くの寄付ができますよう、食品以外
の物品の提供をお願いいたします。
■問合　各支部主婦の会幹事または、組合
　　　　の久田・三好までご連絡ください。

た組合員の皆さんにより身近な存在に感じて
いただけるように、「餅つき・ぜんざい・射
的・フランクフルト・アニメ映画上映会・慈
善バザー・豚汁無料サービス・小物作り教室」
など、たくさんの楽しい催しを企画していま
す。
　皆さん、ぜひ全建愛知に遊びに来てくださ
い。お待ちしています。

■日時　12月８日（日）午前10時～午後２時
■会場　全建愛知会館
■会費　無料
■備考　雨天決行　

組織部

お
寄
せ
く
だ
さ
い

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

組合まで　
世
界
の
読
み
書
き
の
で
き
な

い
人
々
が
、
学
ぶ
た
め
の
教
育

諌

間

還

閑

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

共済福祉部 ご案内

年金共済「まごころ年金共済「まごころ」」
― 計画的な積立を ―

　年金共済「まごころ」は全建総連が実施
する拠出型企業年金保険です。
　相互扶助の精神に基づき、公的年金の補
完、組合員さんの老後の生活安定を図るこ
とを目的とした、貯蓄型の保険です。
　払込掛金は税法上、生命保険料控除（一
般用）になります。

【まごころの特徴】
①60歳から70歳までの間に年金受取開始
　を選択できます。
②年金の種類は６種類。受取時に選択して
　いただきます。（一時金として受取ること
　も可能です）
③掛金とは別に年２回、１口10万円単位で
　一時金の積増ができるので、将来の受取
　金額を増やすことができます。また、加
　入中に所定の事情が生じた場合、積立金
　の一部を引き出すことができます。（１回
　あたり20万円以上１万円単位）

【加入対象】
　　新規加入は随時受付しています。満18
　歳以上満67歳以下までの組合員さんと
　その同居のご家族で、定年までの予定加
　入年数が満３年以上の方です。
　　１口５千円、最高20口（10万円）ま
　で掛けていただけます。
　　今回、次の期間で一時払積増の受付を
　いたします。

【一時払積増期間】
　平成25年12月10日～平成26年３月10日
　※各期間中に１回ずつ積増ができます。

　老後のゆとりを育てるには、計画的に積
立ていくことが大切になります。
　新規加入・一時払積増、その他詳しくは、年
金共済課／三好までお問い合わせください。

中
村
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
お
正
月
用
 生
け
花
教
室

■
日
時
　
十
二
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～

■
会
費
　
二
千
円

■
〆
切
　
十
二
月
十
五
日

■
持
参
　
新
聞
・
ハ
サ
ミ
・
輪

　
　
　
　
ゴ
ム
・
ホ
ッ
チ
キ
ス

■
申
込
・
問
合
　
平
松

　
℡
０
５
２
―
４
８
１
―
４
３
０
５

昭
和
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
　
　
生
け
花
教
室

■
日
時
　
十
二
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～

■
会
場
　
川
原
神
社

■
会
費
　
一
千
円

■
持
参
　
ハ
サ
ミ
・
お
持
ち
の

　
　
　
　
方
は
去
年
の
花
生
箱

■
申
込
・
問
合
　

・
岩
田
里
子

　
℡
０
５
２
―
８
０
６
―
６
３
４
５

・
佐
藤
詔
子

　
℡
０
５
２
―
７
６
３
―
７
０
０
２

中
村
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
会

■
日
時
　
一
月
二
十
日
（
月
）

　
　
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分
～

■
会
費
　
三
千
円

■
〆
切
　
一
月
十
日

■
申
込
・
問
合
　
平
松

　
℡
０
５
２
―
４
８
１
―
４
３
０
５



　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
寒
さ
で
血
行
が
悪
く
な
っ
て

　
生
じ
る
炎
症

④
岐
阜
の
長
良
川
が
有
名
。
ア

　
ユ
を
獲
る
漁
法
の
ひ
と
つ

⑦
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
赤
ち
ゃ
ん

　
が
…
…

⑧
…
…
の
選
手
が
パ
ラ
リ
ン
ピ

　
ッ
ク
で
活
躍

⑩
江
戸
時
代
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

　
ド
で
し
た

⑪
二
〇
一
四
年
の
干
支
だ
ヒ
ヒ

　
～
ン
！

⑫
冬
至
に
は
最
も
長
く
な
り
ま
す

【
編
集
後
記
】
支
部
レ
ク

記
事
や
拡
大
行
動
の
記
事

支
部
通
信
員
さ
ん
な
ど
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ボ
チ
ボ
チ
新
年

号
へ
向
け
動
か
ね
ば
。

【
に
ん
じ
ん
】
も
う
す
ぐ

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
や
お

正
月
。
イ
ベ
ン
ト
盛
り
沢

山
。
俊
介
・
優
希
・
さ
く

ら
に
お
ね
だ
り
さ
れ
て
し

ま
う
。
パ
パ
サ
ン
タ
、
大

変
で
す
。

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

○さ 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
日
本

の
企
業
で
働
く
 娘
 か
ら
「
同
国

こ

の
人
と
結
婚
す
る
。
お
別
れ
に

お
母
さ
ん
の
家
に
行
き
た
い
」

と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
短
い

時
間
で
し
た
が
、
お
別
れ
を
惜

し
み
沢
山
話
し
ま
し
た
。
新
婚

生
活
は
ア
フ
リ
カ
と
聞
き
、
幸

福
と
安
全
を
願
う
ば
か
り
で

す
。
　
【
中
川
区
／
堀
田
町
子
さ
ん
】

※
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
淋
し
く
な
り
ま
す
ね
。

◎
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

　
田
舎
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
る
父
に
、
毎
水
曜
日
、
牛
乳

や
パ
ン
を
届
け
て
い
る
。
十
二

月
六
日
の
九
十
歳
の
誕
生
日

は
、
ケ
ー
キ
と
孫
も
積
ん
で
い

こ
う
！
長
生
き
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
、
お
父
さ
ん
！

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
盛
大
な
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
り
ま
す
ね
。

◎
三
十
六
年
間
、
頑
張
っ
た
よ
！

　
先
日
、
我
が
家
の
オ
ー
ブ
ン

レ
ン
ジ
が
故
障
し
ま
し
た
。
よ

く
ぞ
三
十
六
年
も
の
間
、
頑
張

っ
て
く
れ
て
…
、
家
電
屋
さ
ん

の
担
当
の
方
も
ビ
ッ
ク
リ
。「
よ

ー
く
、
頑
張
っ
た
ね
」
と
レ
ン

ジ
を
褒
め
て
い
ま
し
た
。

　
【
一
宮
市
／
瀬
辺
恵
子
さ
ん
】

※
大
事
に
し
て
使
い
ま
し
た
ね
。
レ
ン
ジ
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

◎
役
員
は
大
忙
し
！

　
子
ど
も
会
の
会
長
を
し
て
い

ま
す
。
自
分
の
時
間
・
休
み
が

な
い
状
態
で
す
。
今
ま
で
の
役

員
さ
ん
の
大
変
さ
を
実
感
し
て

ま
す
。

【
中
川
区
／
横
井
三
智
子
さ
ん
】

※
ご
苦
労
様
で
す
。
お
子
さ
ん
の
た
め
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
ど
っ
ち
に
し
よ
う
～
！

　
小
学
校
の
同
級
会
の
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
会
費
は
六
千
円
、

お
や
じ
の
台
所
だ
そ
う
で
す
。

現
地
ま
で
名
鉄
電
車
に
乗
っ
て

約
一
時
間
半
。
や
は
り
車
で
は

飲
酒
運
転
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
迷
っ
て
い
る
。
懐
か
し
い

顔
を
見
た
い
し
。
遠
い
し
。

【
み
よ
し
市
／
安
達
邦
子
さ
ん
】

※
行
っ
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
。
め
っ
た
に
な
い
の
で
す
か
ら
。

◎
何
で
雨
な
の
！

　
今
度
の
休
み
は
、
釣
り
に
行

こ
う
か
な
…
と
計
画
を
た
て
る

と
…
必
ず
天
気
が
悪
く
て
、
出

掛
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ト
ホ
ホ
。

　
　
【
岩
倉
市
／
溝
口
誠
さ
ん
】

※
気
分
は
ウ
キ
ウ
キ
な
の
に
凹
み
ま
す
。
雨
に
負
け
な
い
で
。

◎
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
！

　
八
十
八
歳
の
父
が
他
の
病
気

の
検
査
で
、
偶
然
六
㎝
の
大
動

脈
瘤
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
幸

い
開
腹
手
術
を
し
な
く
て
、
内

視
鏡
手
術
で
十
日
ば
か
で
退
院

し
て
き
ま
し
た
。
ラ
ッ
キ
ー
で

し
た
。

　
【
愛
西
市
／
大
原
博
子
さ
ん
】

※
ホ
ン
ト
良
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
ら
か
ら
も
お
元
気
で
。

◎
壮
年
部
 頑
張
る
ぞ
！

　
北
支
部
壮
年
部
を
結
成
し
ま

し
た
。
中
村
支
部
に
次
ぐ
二
番

目
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

各
支
部
も
ど
ん
ど
ん
壮
年
部
結

成
さ
れ
、
交
流
を
深
め
た
い
も

の
で
す
。

　
　
【
北
区
／
西
原
進
浩
さ
ん
】

※
壮
年
部
の
発
展
お
祈
り
し
ま
す
。

◎
支
部
レ
ク
に
参
加
し
よ
う
！

　
東
海
支
部
に
青
年
部
が
出
来

て
、
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。
青
年
部
な
の
で
、
若
い
方

ば
か
り
で
は
、
と
参
加
を
迷
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
息
子
も
役

員
の
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い

る
し
、
初
回
で
人
数
が
少
な
か

っ
た
ら
…
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
ビ

⑭
盲
目
の
琵
琶
法
師

⑯
イ
ン
ド
で
は
神
聖
視
さ
れ
て

　
い
る
動
物

⑰
乾
燥
す
る
冬
は
注
意

⑱
競
馬
の
メ
ッ
カ
。
こ
こ
か
ら

　
大
阪
へ
流
れ
る
…
…
川

⑲
架
空
の
怪
獣
、
巨
大
な
ゴ
リ
ラ

⑳
昔
の
人
魂
の
正
体
だ
と
誤
解

　
さ
れ
て
い
た
物
質

①
冬
の
大
三
角
形
を
形
成
す
る
、

　
お
お
い
ぬ
座
の
一
等
星

②
文
科
省
の
前
身
で
す

③
…
…
薬
と
水
虫
薬
を
開
発
し

　
た
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
？

④
集
音
と
熱
冷
ま
し
の
理
由
で

　
耳
が
長
く
な
っ
た
動
物

⑤
乗
客
な
し
で
走
る
電
車

⑨
水
が
な
く
て
も
一
二
〇
年
生

　
き
る
と
い
わ
れ
る
緩
歩
動
物

⑬
日
本
の
…
…
赤
字
額
は
天
文

　
学
的
数
字

⑭
自
分
の
地
位
・
名
誉
・
安
全

　
な
ど
を
守
る
こ
と

⑮
ビ
ー
フ
じ
ゃ
な
く
て
ポ
ー
ク

　
じ
ゃ
な
く
て
―

⑯
寒
い
冬
に
は
あ
っ
た
か
い
鍋
焼

⑱
タ
テ
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

■
応
募
方
法
　

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

十
二
月
五
日
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
シ
チ
ゴ
サ
ン

■
当
選
者

　
高
柳
由
香
さ
ん
他
十
九
名

■
一
月
号
の
原
稿
締
切

　
十
二
月
五
日
（
木
）

【【
ヨ
コ
の
カ

ヨ
コ
の
カ
ギギ
】】

2013年（平成25年）12月1日

◎
早
く
書
く
ぞ
！

　
年
賀
状
を
予
約
し
ま
し
た
。

毎
年
、
早
め
に
書
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
い
つ
も
年
末
ギ
リ
ギ

リ
に
し
か
書
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
今
年
こ
そ
、
〆
切
ま
で
に

は
書
こ
う
と
決
心
し
て
い
ま
す
。

　
　
【
南
区
／
浅
野
清
三
さ
ん
】

※
後
回
し
に
な
り
が
ち
で
す
よ
ね
。
よ
く
分
か
り
ま
す
。

◎
一
日
一
日
を
大
切
に
！

　
一
年
経
つ
の
は
、
あ
っ
と
い

う
間
で
す
ね
。
充
実
し
た
一
年

間
で
は
な
く
、
た
だ
な
ん
と
な

く
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
感
じ
が

し
ま
す
。
反
省
で
す
ネ
。

　
【
豊
橋
市
／
岡
田
秀
子
さ
ん
】

※
来
年
こ
そ
は
充
実
し
た
一
年
を
。

◎
大
豊
作
で
す
！

　
今
年
も
柿
が
沢
山
獲
れ
、
み

ん
な
に
お
す
そ
わ
け
し
て
、
喜

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
【
犬
山
市
／
小
川
逸
子
さ
ん
】

※
干
し
柿
な
ど
美
味
し
い
で
す
ね
。

◎
偽
装
！

　
近
頃
、
お
も
て
な
し
の
言
葉

が
流
行
し
て
い
ま
す
が
、
偽
装

の
食
材
の
お
も
て
な
し
が
各
地

で
起
き
て
い
ま
す
が
、
交
通
違

反
と
同
じ
で
、
見
付
か
ら
な
け

れ
ば
と
、
そ
ん
な
感
じ
で
す
ね
。

後
で
、
大
変
な
目
に
遭
う
の
に

歌
の
文
句
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、

ど
う
や
こ
の
世
は
そ
ん
な
と

こ
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
え
、
皆

の
衆
で
す
。

　
　
【
岩
倉
市
／
所
宣
孝
さ
ん
】

※
真
っ
向
か
ら
正
直
に
い
き
た
い
で
す
ね
。

◎
天
気
が
良
け
れ
ば
！

　
十
一
月
二
日
（
土
）
、
世
界
遺

産
の
地
、
三
保
の
松
原
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
三
連
休
の
初
日
も
あ

り
、
大
変
な
人
出
で
し
た
が
曇
り

空
で
富
士
山
も
な
に
も
見
え
な

く
て
、
た
だ
浜
辺
を
歩
い
て
き
た

だ
け
で
、
残
念
な
旅
で
し
た
。
で

も
、
久
し
ぶ
り
の
海
の
風
は
気
持

ち
良
か
っ
た
で
す
。

　
【
豊
橋
市
／
荻
原
康
子
さ
ん
】

※
残
念
で
し
た
ね
。
次
回
を
楽
し
み
に
。

◎
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
我
が
家
は
、
微
力
で
す
が
、

【【
タ
テ
の
カ

タ
テ
の
カ
ギギ
】】

≪解き方≫ヨコワードとタテワードに文字を入れ、
二重ワクの5文字を並べると…。ヒント、中の絵
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ン
ゴ
で
も
盛
り
上
が
り
と
て
も

楽
し
い
一
時
で
し
た
。
若
い
方

に
限
ら
ず
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
【
武
豊
町
／
青
山
秀
子
さ
ん
】

※
皆
さ
ん
と
楽
し
く
、
大
勢
の
参
加
だ
と
嬉
し
い
で
す
ね
。
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　割引料金は、次のとおりとなります。
　（消費税込み）
■大人１人　入泉料金1,250円
　（朝10時から深夜２時まで）
　※一般価格は1,600円
　※深夜料金・館内でのご利用料金は
　　別途必要となります。

　「全建愛知組合員手帳」
をフロントに呈示する
と、割引料金にて「平針
東海健康センター」施設
をお値打ちにご利用いた
だけるようになりまし
た。

【利用方法】
　施設の窓口において、「全建愛知組合
員手帳」を呈示してください。
　組合員１名につき同居の家族４名ま
でとします。

【お問合せ先】
天然温泉 長寿美肌の湯
平針東海健康センター
愛知県名古屋市天白区天白町平針荒池下１－３
℡（052）804-1126
年中無休（メンテナンスデーを除く）

全
建
愛
知
組
合
員
手
帳

お値打ちにご利用できます
平針東海健康センター

組合員の皆さん 「朗報」


